
  

  

 

 ２５周年を迎える 
 「西日本国際教育学院」に寄せて 
 学校法人宮田学園 学生指導本部 在留管理課 

                 課長 藤元千晶 
  
 私は宮田学園に採用される前、平成５年度末から同 

２５年度までの約２０年間、法務省入国管理局に勤務 

していました。入管という役所は常に時代の荒波を真っ先にかぶらねばならないポ

ジションにあり、私の採用当時の入管行政も激動のさなかにありました。例えば、

昭和５０年４月末の旧南ベトナム政権崩壊以降、社会問題化していたボート・ピー

プルの急増があります。また、昭和末期に中曽根内閣が取り組んだ「留学生１０万

人計画」の進行が停滞していることが問題とされたのもこの時期でした。「留学」

は在留資格制度そのものの見直しを余儀なくされ、申請取次制度の導入や身元保証

人制度の廃止など抜本的な改革が行われました。「西日本国際教育学院」の設立年

は平成４年。まさにこのような留学制度の過渡期に、世界と日本の架け橋のごとく

生み出されたのでした。あれから四半世紀の年月を経て、今や平成末期。現在では、

福田内閣が策定した「留学生３０万人計画」の成果で留学生の数は約３１万人。人

手不足に悩む日本企業にとって、留学生のアルバイトは欠かすことのできない労働

力となっています。中でも、働くベトナム人の留学生は急増しており、昨年までの

５年間で約７万４５００人、国別では中国を抜いて最多です。当学院においても、

在籍する７７０名余の学生中、半数近くがベトナム人学生です。ベトナム人と聞い

てインドシナ難民を連想した時代は遠い昔のこと。時の流れを感じずにはいられま

せん。変わりゆく入管行政はとどまるところを知らず、今夏にも現内閣から外国人

労働者の受け入れ拡大についての具体策が示されるものと思われます。時代の変化

に対応しつつも、当学院は「日本語」と「日本のこころ」を柱とする教育方針を守

り、留学生も日本人学生も世界に羽ばたくことのできる真の共生社会を目指してい

きたいものです。 

国際貢献専門大学校 
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私は、グエン ブ クアン と申します。

去年の４月にベトナムから、日本に参りま

した。私の趣味は料理を作ることです。日

本では１人で生活をして毎日、学校やうち

で日本語を勉強しています。大変ですが、

自分の将来のために頑張って諦めないよう

にします。日本語学校を卒業してから、専

門学校に進学してITビジネスを学び、その

後、日本のコンピューターの会社で働きた

いです。そのためにも、日本語能力試験の

N2に合格できる様にもっと頑張らなければ

ならないと思います。 

(西日本国際教育学院2年生) 

その他JASSO奨学生6名 

シュレスタ アーシシュ/ビー ダイ ザン/ 

タイ フーン ラン/レティ ホン フーン/ 

  タマン イマン/ゴ ティ フーン 

 

寄稿「道の窓」 

土曜・日曜・平日、ご希望を承ります。 

      連絡先：092-541-8460 

            担当：前田 

スケジュール 
 

10：00～ オープニング/見学受付 
 

10：15～ 教室案内・学科説明 
 

11：00～ 模擬授業 
 

11：30～ 他施設案内 
 

11：40～ 各種相談・アンケート 
 

※12：00 終了予定 

学校法人宮田学園 
25周年記念式典 
宮田学園は平成30年7月26日に創立25周年を迎えました。平成5年の日本語学校の開

校とともに、平成26年には専門学校を設立し西日本最大級の国際教育機関となりま

した。長年の感謝を込めお客様をお招きし、25周年記念式典を開催致します。 

平成30年10月21日(日)        式 典 午前10時～ 

場所 ホテルニューオータニ     祝賀会 午後1時～ 

 

 
 

   平成30年度宮田学園総決起大会 
    「新生の集い」開催しました 
 

3月30日、ANAクラウンプラザホテル福岡で、宮田学園グループ全役職員が出席の

もと、総決起大会を開催しました。平成30年度のグループの事業計画に次いで、

新しく生まれ変わった宮田学園の編成が示されました。日本語教育を開始して25

周年を迎える宮田学園は、今年大きな節目の年となります。全役職員が新年度の

方向性を共有し一致団結して25周年の記念の年に船出する良い機会になりました。

総決起大会の様子は九州ビジネスチャンネルで紹介されました。 

下記にアクセスして下さい。 

http://qb-ch.com/news/news.cgi?news=1522684320 各部門の決意表明を祈願ダルマに籠めました 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1525851654/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2ZyYW1lLWlsbHVzdC5jb20vZmkvd3AtY29udGVudC91cGxvYWRzLzIwMTUvMDUvM2JiNDNiNjFjZjA2MTcwMDdmYzY1NDg4MGVjOTc2YTMucG5n/RS=^ADBBSqLEWXxyiXTN5utP1F1JMX2kHY-;_ylt=A2RCAwiFVPFa_xMAozGU3uV7
http://frame-illust.com/fi/wp-content/uploads/2015/06/509b5ba6cd3650d69bada8dfa67aefb5.png


第57回 博多どんたく港まつりに参加しました 
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西日本国際教育学院のカフェテリアで地域の子ども達に無料で食事を提供する

「宮田学園子ども食堂」は、平成29年7月から毎月2回開催してきました。福岡

市や地元商店からの支援ならびにボランティアの協力のもと、累計423名の子

ども達の参加を得て平成29年度の事業を無事終了することができました。支援

頂いた皆様に厚く御礼申し上げます。宮田学園子ども食堂の特徴は、留学生と

の交流にあります。ボランティアの留学生が歌や踊りでイベントを盛り上げ、

子ども達と一緒に遊んだり食事をしたりと国際交流の場にもなりました。子ど

も達の笑顔を楽しみに平成30年度も月2回のペースで4月から開催しています。

本年度も沢山の子ども達の参加をお待ちしています。 

4月はベトナムの留学生がギター演奏で日
本とベトナムの歌を披露してくれました 

学 校 法 人 

宮 田 学 園 

2018 

宮田学園子ども食堂開催情報 
場所：西日本国際教育学院1階カフェテリア 
   福岡市南区塩原4－17－17 
日時：毎週第1、第3水曜日の午後5時から 
連絡先：宮田学園 学園本部 経営戦略室  
電話：092-541-5811(参加予約を承ります) 

「応援隊」として参加し、沿道でみんなが踊りなが

らパレードして来るのを待っている間、いろいろな

グループのパレードを見て感動しました。どのグ

ループのパレードも素晴らしく、次はどんなダンス

が見られるのだろうと一つ一つ楽しみでしかたがあ

りませんでした。小さい子供たちやお年寄りの人た

ちが、音楽に合わせてきれいに同じ動きをしている

のを見てびっくりしました。今度はぜひパレードに

参加してみたいと思いました。 

西日本国際教育学院 

2-1 サプコタ カマル プラサッド 

 

福岡のお祭りといえば、「どんたく」と「山笠」ですが、

まさか、自分が参加できるとは思っていませんでした。

初めて浴衣に袖を通した時に、みんなから「似合うね」

「可愛い」と褒められてとてもうれしかったです。パ

レードで「福岡好いとう」の音楽が流れると、みんな自

然と体が動き始めていました。私は浴衣を着ていたので

踊ることができませんでしたが、パレード隊の中にいる

だけで、とても楽しい気持ちになりました。参加するこ

とができて、本当に良かったと思います。次のお祭りに

もぜひ参加したいです。 

西日本国際教育学院 

2-7 ド ティ フーン タオ 

2018年5月3日に行われた、博多どんたく港祭りに宮田学園の学生・教員総勢472名が

参加しました。今年は例年と形を変えての参加となりました。パレードに参加するパ

レード隊とパレード隊を沿道から応援する応援隊に分かれました。パレード隊も応援

隊も練習の時から気合が入っていました。パレード隊は教室でダンスの練習をして、

高木寮では行進の練習もしました。応援隊は、それぞれの国の国旗を作り応援する準

備を一生懸命進め、とても素敵な国旗が出来上がりました。 

当日は、浴衣やソフトバンクホークスユニホーム、また国の衣装をまとい、祭りを楽

しみました。浴衣の学生は、着付けのときから張り切っていました。19名浴衣を着ま

したが、全員とても輝いていました。パレード隊も応援隊も全力で博多どんたくに参

加しており、学生にとって福岡の文化を体験できるとても貴重な体験になったと思い

ます。これからも、地域の方々と交流できるよう教職員は学生の応援を続けます。 

http://illustrain.com/?p=13127


西 日 本 国 際 教 育 学 院 

 
 

 
 

                     

 

 

              
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年度 4月期生入学式 

2017年度 第24回西日本国際教育学院卒業式 
2018年3月2日に2017年度の卒業式が南市民センターで執り行われました。ベトナム、ネパールを

はじめ、アジア7か国からの留学生472名が日本語の学習を終え、巣立っていきました。卒業生は

スーツや民族衣装に身を包み、華やかな式典となりました。式では宮田智栄学院長から卒業生

472名に卒業証書が授与されました。「西日本国際教育学院で学んだ、挨拶やマナー、ルールを

守ることを通して、相手を思いやることについて考え、どこに行っても誰からも愛される人に

なってほしい」、宮田道郎学園総長からは「両親への感謝の気持ちを忘れないでほしい。これか

らも夢に向かって日本でチャレンジを続け、豊かな人生を送ることを願っています」とはなむけ

の言葉が送られました。一貫教育の下、344名の卒業生が国際貢献専門大学校に進学しました。

これからも勉強の日々は続きます。夢が実現できるよう、教職員一同卒業生の皆さんを応援して

います。 

卒業式の様子は九州ビジネスチャンネルで紹介されました。 

下記にアクセスして下さい。 

   http://qb-ch.com/news/nieisotsugyo2017.html 

  

2018年5月15日に2018年度4月期生の入学式が南市民センターで執り行われました。日本語教育を開始してから25周年の記念の年に相応しく、ネパ

ール201名、ベトナム164名をはじめ5か国からの新入生388名の新たなスタートにふさわしい華やかな入学式となりました。在校生384名と教職員で

新入生を温かく迎えることができました。入学式では宮田智栄学院長から「日本に来た自覚をもってがんばってください」というお祝いと励まし

の言葉が述べられました。各国の新入生代表がこれから2年間に及ぶ日本での生活に対する決意や夢についてスピーチをしました。2年生からは歓

迎のあいさつに加え、歓迎の歌も贈られました。これから始まる新生活、全職員でサポートしますので、新入生の皆さんもがんばりましょう。 

テレビ西日本が入学式を取材し、翌16日夕方のももち浜ストア特報ライブで放送されました。 

テレビ西日本の取材を受けました 388名の新入生が集いました 宮田智栄学院長が入学を許可 

宮田智栄学院長から卒業証書授与 

西日本国際教育学院 

教務部 

仁田原 麻央 

教務部に所属し、ひ 

らがなや漢字の授業 

を担当しています。 

授業では、学生に多 

くの日本語を覚えて 

いろいろな人と交流 

してほしいと思って 

います。 

生徒がわかりやすい授業を目指し、日々勉強し

ていきたいです。 

趣味は野球観戦です。 

西日本国際教育学院 

2－9 スー ミャピィ 

私はミャンマーから来 

たスー ミャピィと申し 

ます。西日本国際教育 

学院で勉強しています。日本へ来た時は日 

本語が分からなくて、 

友達もいなくて困るこ 

とがたくさんありまし 

た。でも先生達がやさ 

しく手伝ってくれたので、今ではとても楽しん 

でいます。今は日本人の友達もでき、楽しい留 

学生活を送っています。 

西日本国際教育学院 

広報企画部 

福島 誠二郎 

昨年4月から主に 

ミャンマーからの 

学生募集を担当し 

ています。広報企 

画部は外国人職員 

が在籍している国 

際色豊かな部署で 

す。社会人2年目 

で、まだまだ勉強の毎日を送っています。

日本語を学ぶ外国の人々のためにこの学校

の良さを世界中に広げていきたいです。 
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国際貢献専門大学校 教務課 楠本 欣司 
   

私自身も留学生として海外で生活したことがある 

からこそ、言葉の難しさなど留学生たちと同じ目 

線で考えることができます。近年、AIが人間を凌 

ぐといった話題が多い中、AIに負けないために、 

エクスポネンシャル思考で学生たちと共に斬新か 

つ独創性のある国際貢献を目指したいと思います。 

 

国際貢献専門大学校 教務課 入江 幸恵 
 

日本語教師養成学科の担任として仕事を始めて 

から約１月が過ぎました。私の最大の目標は、 

授業で学生の目が輝く瞬間をたくさん作ること 

です。学生の反応は本当にストレートなので、 

試行錯誤の毎日を楽しんで取り組んでいます。 

初心を忘れず、今後も学生のために精進してい 

きたいと思います。 

国際貢献専門大学校  ITビジネス学科 2－B  
ラナ サンギタ 
 

先生方に推薦頂き、入学式で私が 

在校生を代表して挨拶をしました。 

本当にこんなチャンスをいただい 

てありがとうございました。今ま 

でみんなの前で話をすることはな 

かったので、何度も練習しました。 

スピーチの時は、最初は少し緊張 

しましたが、皆さんが私の話をよく聴いてくださいましたので、

落ち着いて話をすることができました。これからも日本語の勉

強を頑張りたいと思います。 

国際貢献専門大学校 ITビジネス学科 1－S  
マムン アブドゥラ MD アレ 
 

私たち新入生のために素晴らしい入学式をし 

てくださり、入学して良かったと思いました。 

福岡の偉い人達の前で誓いの詞を言えて、嬉 

しかったです。この入学式を迎えて自分の目 

標を立てました。自分の将来のために、この 

学校で卒業まで友達と一緒に勉強を頑張りま 

す。それだけではなく、日本の礼儀・マナー 

も身につけたいです。イベントにも参加したいです。皆さんも、

将来のために資格を取るなど一緒に勉強を頑張りましょう。 

「2017年度第3回国際貢献専門大学校卒業式」 
 

2018年3月16日に国際貢献専門大学校の卒業式が執り行われ、多くの来賓、

西日本国際教育学院時代からの職員に見守られ、232名が巣立っていきまし

た。 宮田総長の心のこもったお祝いの言葉は卒業生の胸に響いたことで

しょう。卒業生代表による答辞や感謝のことばなど、前日まで練習に練習

を重ねた日本語でのスピーチに多くの拍手を頂きました。謝恩会では、宮

田理事長よりこれからの人生、ゆとりを持って行動するようにとお話しが

ありました。ステージには、アイドルグループLinQの皆さんが登場し、そ

のパフォーマンスに学生は歓喜で応え良い思い出になったと思います。最

後に先生や友人と記念写真を撮り別れを惜しんでいました。これまで学ん

だことを生かし、就職先や進学先など新たなステージでの活躍を願ってい

ます。卒業式の様子は九州ビジネスチャンネルで紹介されました。 

下記にアクセスして下さい。 

http://qb-ch.com/news/kokusaikouken2017sotsugyo.html 

 

2018年4月4日に入学式がANAクラウンプラザホテル福岡で執り行われま

した。今年は349名という過去最大の新入生を迎えることとなりました。

入学式では、宮田総長より、「一念、道拓く。たゆまぬ努力を重ねるこ

と」と熱い言葉があり、新たに学長に就任した川副学長からは、「世界

規模で活躍することが、皆の共通目標。なりたい自分になるために、

日々真剣に取り組んでほしい」と話があると、学生もこれからはじまる

新生活に目をキラキラと輝かせていました。いよいよ新入生はそれぞれ

の夢に向かってスタートします。 

入学式の様子は九州ビジネスチャンネルで紹介されました。 

下記にアクセスして下さい。  

 

http://qbch.com/news/kokusaikouken2018nyug 

 

「2018年度第5回国際貢献専門大学校入学式」 

ベトナムの卒業生による答辞 

新入生による川副学長への誓いの言葉 


